
日本臨床麻酔学会誌．23-8：260．

30 高嶋はる奈，中島幹夫，三溝慎次，前田祥範，十時忠秀：口腔外科領域の挿管困難症例に対するト

ラキライト による経鼻的気管内挿管の有用性―６症例の検討―．日本麻酔科学会第50回学術集会．

2003．５．31．日本麻酔科学会第50回学術集会プログラム．抄録．：408．

31 鳥飼亜利寿，三溝慎次，香月 亮，吉田昌人，平川奈緒美，十時忠秀：重症拡張型心筋症患者に対

する植え込み型除細動器および両心室ペースメーカー同時植え込み術の麻酔経験．第23回日本臨床

麻酔学会総会．2003．10．23．日本臨床麻酔学会誌．23-8：278．

32 堤 智子，平川奈緒美，上田泰己，十時忠秀：局所静脈内クロニジン投与が効果的であった CRPS
 

type 1の１症例．第37回日本ペインクリニック学会総会．2003．7．25．日本ペインクリニック学会

誌．10-3：338．

33 堤 智子，三溝慎次，香月 亮，中島幹夫，十時忠秀：心拍動下冠動脈バイパス術終了直前に ST上

昇及びVTを認めた１症例．第８回日本心臓血管麻酔学会学術大会・総会．2003．９．27．日本心

臓麻酔学会抄録集．：95．

34 堤 智子，中島幹夫，香月 亮，十時忠秀：術中異常高血圧を来した未診断異所性褐色細胞腫の麻

酔経験．第23回日本臨床麻酔学会総会．2003．10．23．日本臨床麻酔学会誌．23-8：402．

35 浦由紀子，三溝慎次，吉田昌人，中島幹夫，十時忠秀：当院における肺動脈血栓除去術７症例の検

討．第30回日本集中治療医学会総会．2003．２．４．プログラム・抄録．10Ｓ：167．

研究助成等

職名 氏 名 補助金(研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
(千円)

教 授 十時 忠秀 平成15年度文部科学省科学

研究費補助金

特定領域研究 痛覚認知機構の基礎研究と臨床応用：

特に無髄Ｃ線維を上行する信号につい

て

800

助教授 平川奈緒美 平成15年度文部科学省科学

研究費補助金

基盤研究 ⑵ 下行性疼痛抑制系における鎮痛機構に

ついて：性差および情動との係わり

500

助教授 中島 幹夫 平成15年度文部科学省科学

研究費補助金

基盤研究 ⑵ 有明海由来ビブリオ・バルニフィカス

菌の病原性および抗体検査による感染

動態調査

800

講 師 佐藤英俊 平成15年度厚生労働省科学

研究費補助金

効果的医療技

術の確立推進

臨床研究事業

がん医療における緩和医療および精神

腫瘍学の在り方とその普及に関する研

究

500

歯科口腔外科学講座

著 書

１ 後藤昌昭，香月 武：第５章 専門医のための外科手術・集中講座．口唇裂，口蓋裂手術の実際．

口腔外科YEAR BOOK．一般臨床家，口腔外科医のための口腔外科ハンドマニュアル’03．

202-207．クインテッセンス．東京 2003．

２ 後藤昌昭，辻 光弘：ネフローゼ症候群に随伴した偽膜性カンジダ症．181-183．クインテッセン
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ス．東京 2003．

３ Ihara K,Goto M: From placement of implants to fabrication of prostheses. Seto K: Atlas of
 

Oral and Maxillofacial Rehabilitation.the 1 edition 77-79.Quintessence Publishing.Tokyo
 

2003.

４ Ihara K, Goto M: Alveolar reconstruction. Seto K: Atlas of Oral and Maxillofacial
 

Rehabilitation.the 1 edition 80-82.Quintessence Publishing.Tokyo 2003.

５ Ihara K,Goto M,Nomura T: From placement of implants to insertion of upperstructures.

Seto K: Atlas of Oral and Maxillofacial Rehabilitation. the 1 edition 36-41.Quintessence
 

Publishing.Tokyo 2003.

６ 井原功一郎，香月 武：第４章 現代・口腔外科治療のクライテリア．最近のインプラント植立法

の傾向について．口腔外科YEAR BOOK．一般臨床家，口腔外科医のための口腔外科ハンドマニュ

アル’03．クインテッセンス．176-181．東京 2003．

７ Ihara K, Yamaguchi Y, Goto M: From installation of implants to placement of facial
 

prostheses. Seto K: Atlas of Oral and Maxillofacial Rehabilitation. the 1 edition 6-7.

Quintessence Publishing.Tokyo 2003.

８ 陣内重雄，香月 武：第４章 現代・口腔外科治療のクライテリア．口腔前庭拡張のテクニック．

口腔外科YEAR BOOK．一般臨床家，口腔外科医のための口腔外科ハンドマニュアル’03．

148-151．クインテッセンス．東京 2003．

９ 野口信宏：歯痛，歯がしみる．救急診療で役立つ症候から鑑別診断のすすめかた．177-180，羊土

社．東京 2003．

10 野口信宏，後藤昌昭：局所麻酔（浸潤麻酔，伝達麻酔）．歯科医療事故予防学 医歯薬出版．

138-143．東京 2003．

11 野口信宏，香月 武：Column．ロボット手術．口腔外科YEAR BOOK．一般臨床家，口腔外科医

のための口腔外科ハンドマニュアル’03．254．クインテッセンス．東京 2003．

12 奥村 晃，後藤昌昭：第４章 現代・口腔外科治療のクライテリア．マイクロスコープによるシー

リング．根尖部のシーリングの実際．口腔外科YEAR BOOK．一般臨床家，口腔外科医のための口

腔外科ハンドマニュアル’03．139-142．クインテッセンス．東京 2003．

13 Shikimori M,Goto M: Classification of mandibular defects and treatment planning. Seto K:

Atlas of Oral and Maxillofacial Rehabilitation.the 1 edition 64-65.Quintessence Publishing.

Tokyo 2003.

14 Yamaguchi Y,Noguchi N,Goto M: Surgical simulation for maxillofacial prosthesis. Seto K:

Atlas of Oral and Maxillofacial Rehabilitation.the 1 edition 6-7.Quintessence Publishing.

Tokyo 2003.

15 山下佳雄，後藤昌昭：第 章 口腔内縫合法の実際．切開と縫合の基本と臨床（Clinical Basic of
 

Incision and Suture) 杉崎正志 編集 ㈱ヒョーロン 東京 71-82．2003．

16 山下佳雄，香月 武：第２章 ’03口腔外科の基本を知る．口腔粘膜切開法の基本．部位別切開法と

器具．口腔外科YEAR BOOK．一般臨床家，口腔外科医のための口腔外科ハンドマニュアル’03．

65-70．クインテッセンス．東京 2003．

17 Yamashita Y,Yamaguchi Y,Goto M: Appliances for cleft lip and palate. Seto K: Atlas of
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Oral and Maxillofacial Rehabilitation.the 1 edition 58-61.Quintessence Publishing.Tokyo
 

2003.

学術論文

１ Ihara K,Goto M: Masticatory function after jaw resection and rehabilitation with dental
 

implants.Asian J Oral Maxillofac Surg 15:19-30,2003.

２ 梶山和子，友寄泰樹，船木勝介，高野裕史，中村貴司，黒川英雄，高橋 哲：陳旧性両側関節突起

骨折の咬合不全に対して下顎枝矢状分割術を施行した１例．日口外傷誌 2：11-14，2003．

３ 香月 武，後藤昌昭，志田裕子：口唇裂，口蓋裂治療の概説．クインテッセンス 22(11)：

217-225，2003．

４ 増本一真，式守道夫，大澤孝行，五藤晃義，内山佳之，田中秀生，大浦健宏，豊田博紀，加藤文度，

橋本賢二：胸椎骨折を伴った顔面外傷の１例．日口外傷誌 2：22-25，2003．

５ Noguchi N,Goto M: Computer simulation system for orthognathic surgery.:Orthodontics and
 

Craniofacial Research 6:76-78,2003.

６ Uchida U,Ihara K,Shikimori M,Goto M,Akiyoshi T: Measurement of Labio-lingual Bone
 

Thickness in the Mandibular Interforaminal Region:a Pilot Cadaveric Study.Asian J Oral
 

Maxillofac Surg 15:194-198,2003.

７ 山口能正，井原功一郎，陣内重雄，辻 光弘，重松正仁，式守道夫，後藤昌昭：顔面インプラント

のレーザー溶接に関する検討．顎顔面補綴 26：24-30，2003．

８ 山下佳雄：両側顎下腺腫脹を契機として発見された下垂体腺腫の１例．日口診誌 16：98-101，

2003．

９ 山下佳雄，香月 武，後藤昌昭：下顎骨に生じた平滑筋肉腫の１例．口外誌 49：603-606，2003．

学会発表

１ 青山貴博，野口信宏，築山鉄平，陣内重雄，山下佳雄，井原功一郎，式守道夫，後藤昌昭：診療記

録の電子化にともなう歯科口腔外科診療の問題．第48回日本口腔外科学会総会．2003，10，24．抄

録集 268．

２ 後藤昌昭： エピテックシステム」による顔面エピテーゼの維持．第20回日本顎顔面補綴学会総会．

2003，９，26．抄録集 11．（ランチョンセミナー）

３ 後藤昌昭：顎顔面補綴へのデンタルインプラント応用の現状分析と公的負担導入のための試算．第

48回日本口腔外科学会総会．2003，10，23．抄録集 156．（ワークショップ）

４ Ihara K,Yamaguchi Y,Jinnouchi S,Goto M:A newly devised technique for the Epitec carrier
 

plate to retain a facial prosthesis. The 44 congress of Korean Association of Oral and
 

Maxillofacial Surgeons 2003.Apr 24-26.Journal of Korean Association of Oral and Maxil-

lofacial Surgeons.128.

５ 井原功一郎，陣内重雄，辻 光弘，後藤昌昭：エピテックシステムを用いた顔面補綴治療．第57回

日本口腔科学会総会．2003，５，８．抄録集 282．

６ 井原功一郎，山口能正，陣内重雄，重松正仁，辻 光弘，式守道夫，後藤昌昭：眼窩エピテーゼ患

者の満足度調査：第20回日本顎顔面補綴学会総会．2003，９，26．抄録集 53．

７ Ihara K,Nashntha D,Weerasinghe J U,Shigematsu M,Yamaguchi Y,Shikimori M,Amar-

atunga N A de S,Katsuki T,Hayashida Y,Goto M:Multimedia telemedicine system over the
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Internet between Sri Lanka and Japan or supportingfacialprosthetic treatment and cleft lip/

palate.First Japan Sri Lanka bilateral dental congress 2003,8,10.Colombo.79.

８ 陣内重雄，井原功一郎，山下佳雄，野口信宏，式守道夫，後藤昌昭：インプラントを使用した顎補

綴治療の経過不良例の検討．第48回日本口腔外科学会総会．2003，10，23．抄録集 269．

９ Noguchi N,Shigematsu M,Tsuji M,Goto M: Computer Simulatuion System on Orthognathic
 

Surgery.44 Congress on Korean Oral and Oaxillofacial Surgeons.2003,4,25.抄録集 283.

10 野口信宏，辻 光弘，重松正仁，壇上 敦，築山鉄平，式守道夫，後藤昌昭：歯顎顔面データを統

合した顎矯正シミュレーションシステム―下顎骨の移動と顔面形態変化の分析―．第13回日本顎変

形症学会総会．2003，６，27．抄録集 124．

11 重松正仁， 原恒彦，後藤昌昭：頭蓋小変異に基づく先史縄文人と北海道アイヌの形態学的非類似

性に関する研究．第57回日本口腔科学会．2003，４，８．抄録集 200．

12 Shigematsu M，Ihara K，Tsuji M,Hanihara T,Goto M: Application of a non-contact,three

-dimensional, handheld shape measuring system to the oral and maxillofacial area. 17

Annual Academic Congress of the College of Dentistry and Stomatology of Sri Lanka& The
 

First Japan Sri Lanka Bilateral Dental Congress 2003,8,10.抄録集 75.

13 重松正仁，石田 肇，後藤昌昭， 原恒彦：縄文人と北海道アイヌの形態学的類似性：頭蓋小変異

に基づく再評価．第57回日本人類学会．2003，10，４．抄録集 28．

14 式守道夫，田中秀生，橋本賢二，山下佳雄：制吐剤の動注化学療法に及ぼす影響に関する基礎的研

究．第57回日本口腔科学会総会．2003，5，９．抄録集 170．

15 辻 光弘，後藤昌昭，野口信宏：口腔顎顔面手術ナビゲーションシステムの開発：第３報手術ナビ

ゲーションシステムの臨床応用．第11回顎顔面バイオメカニクス学会．2003，９，６．抄録集

45-54．

16 築山鉄平，野口信宏，重松正仁，檀上 敦，式守道夫，後藤昌昭：下顎枝矢状分割術患者の顔面形

態の経時的変化．第13回日本顎変形症学会総会．2003．６，27．抄録集 88．

17 内田雄基，井原功一郎，陣内重雄，中西勇一，式守道夫，後藤昌昭：日本人オトガイ孔間領域の唇

舌的厚みの計測．日本口腔インプラント学会第33回学術大会．2003，７，19．日本口腔インプラン

ト学会雑誌 17(1)：68．

18 山口能正：レーザー溶接加工した EPITEC 3-D carrier-plateを維持源とする顔面補綴．第25回

日本歯科技工学会．2003，８，10．抄録集 64．

19 山口能正，後藤昌昭：EPITEC 3-D carrier-plateを骨の形状に適合させる工夫．第16回歯科チ

タン学会．2003，２，９．抄録集 33．

20 山口能正，井原功一郎，陣内重雄，辻 光弘，重松正仁，式守道夫，後藤昌昭：顔面軟組織模型と

頭蓋顔面骨模型を併用したエピテーゼ維持装置の製作．第20回顎顔面補綴学会．2003，９，26．抄

録集 52．

21 山下佳雄，野口信宏，井原功一郎，式守道夫，後藤昌昭：口腔癌に対するNedaplatinを用いた超選

択的動注化学療法と放射線照射併用療法の検討．第48回日本口腔外科学会総会 2003，10，23．抄

録集 215．

22 山下佳雄，奥村 晃，檀上 敦，後藤昌昭：NOD/scidマウスを用いたヒト歯構築メカニズムの組織

学的解析．第57回日本口腔科学会総会．2003，５，９．抄録集 52：309．（ミニシンポジウム）
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研究助成等

職名 氏 名 補助金(研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
(千円)

教 授 後藤 昌昭 平成15年度文部科学省科学

研究費補助金

基盤研究 ・

企画

顎骨再建へのデンタルインプラント応

用の現状分析と公的負担導入のための

試算

2,000

教 授 後藤 昌昭 平成15年度文部科学省科学

研究費補助金

萌芽研究 頭部Ｘ線規格写真を用いた口腔外科手

術ナビゲーションシステムの開発

2,400

講 師 山下 佳雄 平成15年度文部科学省科学

研究費補助金

若手研究 ヒト歯牙形成を誘導する Growth Fac
 

torの同定，解析

700-

助 手 野口 信宏 平成15年度文部科学省科学

研究費補助金

若手研究 歯顎顔面の形態情報を統合した顎矯正

手術ナビゲーションシステムの開発

500

講 師 山下 佳雄 平成15年度歯科大学研究助

成金

ヒト歯牙再生のための基礎研究―歯硬

組織形成を誘導する Growth Factor

の同定，解析―

500

学術（学会）受賞

職名 氏 名 学術（学会）賞名 受 賞 課 題

助 手 野口 信宏 大韓口腔顎顔面外科学会優秀ポスター

賞

Computer Simulatuion System on Orthgnathic Sur
 

gery

-

助 手 野口 信宏 2003年度日本顎変形症学会賞 顎矯正シミュレーションシステムの開発第１報：射影

的合法を用いた歯列，顎骨および顔面形態データの統

合

臨床検査医学講座
（検査部･輸血部を含む)

著 書

１ 青木洋介：グラム陽性球菌感染症―連鎖球菌．下条文武，斎藤 康 編：ダイナミックメディシン

5：37-38，西村書店．東京 2003．

２ 青木洋介：グラム陽性球菌感染症―肺炎球菌．下条文武，斎藤 康 編：ダイナミックメディシン

5：39-40，西村書店．東京 2003．

３ 川崎誠司：一般．只野寿太郎 編著：検査値ポケットマニュアル 第２版：2-65，医試薬出版．東

京 2003．

４ 草場耕二：バンコマイシン耐性 Enterococcus（VRE）遺伝子型．社団法人 日本臨床衛生検査技師

会 臨床検査技師のための遺伝子・染色体検査ガイドブック 第１版：96-101，株式会社高山．東

京 2003．

５ 武富弥栄子，尾崎岩太，山田茂人，濱野香苗，井上悦子，佐野雅之，只野寿太郎：大学生保護者の

HIV/STDに関する意識調査．日本エイズ学会誌 5：76-81，2003．

６ 永沢善三：微生物．只野寿太郎 編著：検査値ポケットマニュアル 第２版：448-486，医試薬出

― ―104


